
選択科目 

 

 

「教材資料」問題に対する答案例 

 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

問題番号 既存ストックの高度化 

技術部門 

答案使用枚数 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25 字 

施工計画，施工設備及び積算 

１ 枚目   ３ 枚中 

科目 

建設 部門 

専門とする事項  

 受験番号 

（ １ ） 既 存 ス ト ッ ク の 高 度 化 に 関 す る 技 術 的 課 題  

１ ） イ ン フ ラ 多 機 能 化 に よ る 資 産 再 生  

防 災 ・ 減 災 の 観 点 か ら 、 人 口 減 少 に よ る 財 源 ・ 人 員

不 足 に 直 面 す る 中 で 、 全 て の 施 設 を 従 来 通 り 維 持 し 続

け る こ と は 困 難 で あ る 。 こ れ を 解 決 す る た め に 、 将 来

の 利 用 予 測 に 基 づ き 、 既 存 施 設 に 新 た な 役 割 を 与 え て

「 価 値 を 高 め る 資 産 」 へ と 再 生 ・ 活 用 し 、 限 ら れ た 資

源 を 「 選 択 と 集 中 」 さ せ る こ と で 地 域 全 体 の レ ジ リ エ

ン ス を 向 上 さ せ る こ と が 課 題 で あ る 。  

２ ） Ｄ Ｘ の 実 装 に よ る 運 用 管 理 の 高 度 化  

情 報 ・ 運 用 面 の 観 点 か ら 、 既 存 ス ト ッ ク の 老 朽 化 が

進 む 一 方 で 、 詳 細 な 劣 化 状 況 や リ ア ル タ イ ム の 被 災 リ

ス ク を 客 観 的 に 把 握 す る 手 法 が 未 確 立 で あ る 。 デ ジ タ

ル ツ イ ン 等 の 新 技 術 を 導 入 し て 施 設 の 性 能 や リ ス ク を

可 視 化 し 、 デ ー タ に 基 づ く 「 予 測 型 ・ 最 適 型 」 の メ ン

テ ナ ン ス へ 転 換 す る こ と で 、 イ ン フ ラ の 質 的 改 善 を 図

る こ と が 課 題 で あ る 。  

３ ） 戦 略 的 な 群 マ ネ ジ メ ン ト の 確 立  

マ ネ ジ メ ン ト ・ 制 度 面 の 観 点 か ら 、 施 設 単 体 で の 個

別 最 適 に 留 ま り 、 地 域 全 体 の 社 会 ・ 経 済 の 質 を 支 え る

た め の 俯 瞰 的 な 資 源 配 分 が な さ れ て い な い 。 こ れ を 解

決 す る た め に 、 複 数 の イ ン フ ラ を 「 群 」 と し て 捉 え た

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト を 実 行 し 、 包 括 的 民 間 委 託 な ど

の 官 民 連 携 を 通 じ て 、 持 続 可 能 か つ 付 加 価 値 の 高 い イ

ン フ ラ 運 営 体 制 を 確 立 す る こ と が 課 題 で あ る 。  



選択科目 

 

 

「教材資料」問題に対する答案例 

 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

問題番号 既存ストックの高度化 

技術部門 

答案使用枚数 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25 字 

施工計画，施工設備及び積算 

２ 枚目   ３ 枚中 

科目 

建設 部門 

専門とする事項  

 受験番号 

（ ２ ） 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

最 も 重 要 な 課 題 は 「 １ ） イ ン フ ラ 多 機 能 化 に よ る 資

産 再 生 」 で あ る 。 な ぜ な ら 、 ハ ー ド 面 の 抜 本 的 な 質 的

改 善 は 人 命 を 守 る 最 後 の 砦 で あ り 、 デ ジ タ ル 技 術 に よ

る ソ フ ト 対 策 の 効 果 を 最 大 化 さ せ る た め の 物 理 的 基 盤

と な る た め で あ る 。  

１ ） 流 域 治 水 へ の 機 能 転 換 と 広 域 連 携  

既 存 の 利 水 ダ ム に お い て 、 気 象 ・ 流 出 予 測 モ デ ル に

基 づ い た 高 度 な 事 前 放 流 を 実 装 し 、 洪 水 調 節 容 量 を 質

的 に 増 強 さ せ る 。 ま た 、 農 業 用 た め 池 や 既 設 遊 水 地 を

物 理 的 に 再 編 ・ 連 結 し 、 流 域 全 体 で 貯 留 機 能 を 高 度 化

さ せ る こ と で 、 新 設 に 頼 ら ず 既 存 ス ト ッ ク を 最 大 限 活

用 し た 「 流 域 治 水 」 を 推 進 す る 。 さ ら に 、 下 水 道 雨 水

幹 線 と 河 川 の 連 携 を 強 化 し 、 都 市 浸 水 リ ス ク を 低 減 す

る 広 域 的 か つ 機 動 的 な 水 管 理 体 制 を 構 築 す る こ と で 、

地 域 全 体 の 災 害 レ ジ リ エ ン ス を 向 上 さ せ る 。  

２ ） イ ン フ ラ D X に よ る 性 能 の 可 視 化 と 長 寿 命 化  

既 存 の 橋 梁 や 堤 防 に 対 し 、 地 上 レ ー ザ 計 測 や

B I M / C I M を 用 い た 高 精 度 モ デ ル 化 を 行 い 、 目 視 困 難 な

損 傷 を 含 む 現 有 性 能 を デ ジ タ ル 上 で 可 視 化 す る 。 こ れ

に よ り 、 経 年 劣 化 や 過 去 の 被 災 履 歴 を 踏 ま え た 脆 弱 箇

所 を 的 確 に 特 定 し 、 補 強 工 事 に お い て 「 粘 り 強 い 構 造

」 へ の 転 換 を ピ ン ポ イ ン ト で 実 施 す る 。 最 小 の コ ス ト

で 最 大 の 防 災 効 果 を 発 揮 さ せ る と と も に 、 デ ジ タ ル ツ

イ ン に よ る 修 繕 サ イ ク ル の 最 適 化 を 通 じ て 、 施 設 の 長



選択科目 

 

 

「教材資料」問題に対する答案例 

 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

問題番号 既存ストックの高度化 

技術部門 

答案使用枚数 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25 字 

施工計画，施工設備及び積算 

３ 枚目   ３ 枚中 

科目 

建設 部門 

専門とする事項  

 受験番号 

寿 命 化 と 機 能 向 上 を 高 度 に 両 立 さ せ る 。  

（ ３ ） 波 及 効 果 と 懸 念 事 項 へ の 対 応 策  

１ ） 早 期 復 旧 と 生 産 性 向 上 の 波 及 効 果  

既 存 ス ト ッ ク の 高 度 化 は 災 害 時 の 被 害 軽 減 に 加 え 、

復 旧 期 間 短 縮 に よ る 経 済 損 失 の 抑 制 が 期 待 で き る 。 ま

た イ ン フ ラ D X の 推 進 は 建 設 現 場 の 生 産 性 を 向 上 さ せ 、

担 い 手 の 負 担 軽 減 や 若 手 入 職 者 の 確 保 と い う 好 循 環 を

生 む 。  

２ ） サ イ バ ー 攻 撃 等 へ の レ ジ リ エ ン ス  

シ ス テ ム 複 雑 化 に 伴 う サ イ バ ー 攻 撃 や 通 信 障 害 が 懸

念 さ れ る 。 こ れ に 対 し 、 ハ ー ド 面 で の 「 手 動 操 作 」 バ

ッ ク ア ッ プ 機 能 を 保 持 す る と と も に 、 セ キ ュ リ テ ィ を

強 化 し た 自 律 分 散 型 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し 、 フ ェ イ ル

セ ー フ を 確 保 す る 。  

（ ４ ） 業 務 遂 行 に お い て 必 要 な 要 件  

１ ） 公 益 確 保 と 説 明 責 任 の 徹 底  

技 術 者 倫 理 の 観 点 か ら 公 益 の 確 保 を 最 優 先 と し 、 制

約 下 で も 品 質 を 損 な わ な い 。 既 存 施 設 の 限 界 を 科 学 的

根 拠 に 基 づ き 客 観 的 に 評 価 し 、 国 民 に 対 す る 説 明 責 任

を 果 た す こ と が 重 要 で あ る 。  

２ ） 将 来 世 代 へ の 負 担 軽 減 と 環 境 配 慮  

社 会 の 持 続 性 の 観 点 か ら L C C 最 小 化 を 意 識 し た 予 防

保 全 を 徹 底 し 、 将 来 世 代 に 過 度 な 負 担 を 残 さ な い 。 ま

た 高 度 化 に 際 し て は 低 炭 素 資 材 を 採 用 し 、 災 害 に 強 く

持 続 可 能 な 国 土 ・ 地 域 づ く り を 推 進 す る 。  


